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AbstractAs

　a　result　of　research 　on 　the　color 　of　wQmen
’
s　clothes 　in　Harajuku，　Shibuya，　and 　Ginza　from　1994 　to　2004 ，　we

reached 　the　following　fourconclusiQns ．　Inarange 　Qf　l　l　years，　first，　there　is　a　tendency 　to　the　circulation 　of　clothes

colQr 　in　every 　5years
，
　 which 　 achromatic 　 color 　 and 　 chromatic 　 color 　increase　 over 　50％ in　turn ．［n 　Harajuku 　and

Shibuya，　achromatic 　color 　mainly 　on 　black　and 　chromatic 　color 　mainly 　on 　b［ue 　are 　popu ［ar 　in　turn．　In　Ginza ，　black

and 　white 　circuFate　every 　5years ．　Second，　the　clothes 　cobr 　apPears 　with 　the　charaoters　in　each 　area，　In　Harajuku
and 　Shibuya，　there　are 　many 　cQmmon 　points．　But　Ginza　is　different　from　two　areas ．　Third，　there　are 　the
synchron ［zed 　colors 　and 　the　unsynchronized 　colors ，　whiGh 　increase　and 　decrease　together ，　or　not ，　ln　the

synchronized 　colors ，　there　are 　color 　combinations 　with　blue　and 　pink，　red 　or　green　w ［thin　the　range 　of　the　contrast

hue　and 　the　intermediate　hue．　ln　the　unsynchronized 　color ，　there　are 　combinations 　with　achromatic 　and 　chromatic

cQlors ・FQrthe　theory　of　color　cycles 　of　Faber　Birren　and 　Nobuo 　Osaku，　they　suggested 　that　blue＋ red 　period　and
brown＋ green　period　circulate 　in　turn ，　and 　so　on ．　We 　concluded 　that　the　achromatic 　colors 　mainly 　on 　black　come
into　fashion　for　3years，　then　achromatic 　colors 　and 　chromatic 　colors 　come 　into　simultaneously 　for　the　following
2years ，　and 　then　chromatic 　colors 　mainly 　on 　blue　are 　domlnant 　between 　 next 　3years ．

Key　Words ：color 　of　women
’
s　clothes ，　synchronized 　cQlors ，　unsynchronized 　colors ，　circulation　in　the　co ［or

要　旨

　 1994 年〜2004 年の原宿、渋谷、銀座 で の 女性服装色 の 調査 に基づき分析 した結果、以下 の 4つ の こ とが明ら

か と な っ た 。

　 11年間の 調査の範 囲にお い て 、第
一

に服装色には循環性を示す傾向があ り、無彩色の害1」合が50 ％ を超えると

き と、有彩色が 500／．以上となるときが約 5年こ とに交互 して い る。地域別 にみれ ば、原宿と渋谷は、ブラ ッ クを

中心 とした無彩色の 時期とプル ーをベ ース に多くの 有彩色が出現する時期とが交互 に循環 し、銀座ではブラ ッ クと

ホ ワ イ トが約5年で 循環 して い る。第 二 に服装色 の 出現推移 は、地域 こ との 特徴があ D 、原宿と 渋谷は 共 通 点が多

い が、銀座は異な っ て い る 。 第 三 に服装色には、増減の害1」合が同 じように推移 する同調色と、反対 となるよ うな

相反色がある ．同調色 は、有彩色の プル
ー

を基点 にビン クやレ ッ ド、グ リ
ー

ン との組み合わせな どの 、対照色相か

ら中差色相の 範囲の組み合わ せ が多く、相反 色はす べ て無彩 色と有彩色の組 み含わせ であ っ た 。 フ ェ イバ
ー ・

ビ

レンや太作陶夫 らによ っ て青＋ 赤期と茶＋緑期とが交互 に循環 し、交差期には無彩色が流行する という周期説が

提案され て い る が、本調査 で は 、ブ ラ ッ ク を中心 と し た無彩色が優位になる約 3年間の時期 と、無彩色 と有彩色が

ほぼ同 じ割合となる約 2年間の時期を経 て 、プル
ー

を中心 とした有彩色 が優位になる約3年間の 時期が循環傾向に

あ る こ と が分 か っ た 。

キーワード：香り，女性服装色、同調色、相反色、色の循環性
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湲辺「まか ：ス トリ
ー

トフ ァ ッ シ ョ ン における女
．1生服装色の変遷に関する研究 （1）

1．は じめに

　筆者 らは、若者の フ ァ ッ シ ョ ン と服装色 の変化を把

握する 目的で、］994 年より東京都内の主要な繁華

街で あ る原宿 ・渋谷 ・銀座の街頭で 毎月
一

回、定点

観測を行な い、写真樶影に よ リフ ァ ッ シ ョ ン動向の 調

査、な らびに服装色の分析を継続 して行 っ ている 。 こ

れ らの 調 査 か ら 、今回 は 、下記 の 項 目 に焦点を当て 、

研究 ・分析 した。

1，11年間の ス トリ
ー

トフ ァ ッ シ ョ ン の服装色の推移

　 と規則性の 有無

2，原宿 ・
渋谷 ・銀座の 3地域での出現色の特徴

3．服装色に お ける同調色と相反色の 有無および特徴

4 ．既存の研究と比較 して の ll 年間のス トリ
ートフ ァ

　 ッ シ ョ ン の 服装色の推移

　なお、本報は 11 年間の調査年範囲での服装色の 傾

向分析 を試 み る も の で あ り、将来的 に 、よ り長期 的

な調査 データ に 基づ く傾向変動の 分析を行 うため の 、

基礎的な研究 と して考察を行 うものである 。

2．調査方法

2．1．定点観測方法

　調査期 間は 1994 年 5月〜2004 年 12月の 11年 間、

延べ 128 回にわたる調査を行い 、原宿（表参道交差点）、

渋谷 （セ ン タ
ー街入 り口 ）、銀座 （中央通 り）の 3 地域

を調査地点とし、毎月 1回、週未に定点観測を行な っ

た 。 対象は服装色にトレン ドが反映されやすい若い女

性と し、私服着用 と類推 される 歩行中 の 対象者に対

し、ラ ン ダムサ ン プ リン グ に基 づき写真撮影を行 っ

た 。

　使用 したカメ ラはペ ン タ ッ クス MZ −5 、絞 り
・
シ ャ

ッ タ
ー

ス ピードはオート設定に て撮影 し、フ ジ フ ィ ル

ム の プ リ ン トシ ス テ ム に て 現像 した。各調査地域の 被

写体の 対象の特徴は表 2−1の遍 りであ る 。 11年 間の

被 写 体 の 数は ］7182 人、衣服 の ア イ テ ム 数 は

44 ，488 点である （表 2−2）。

2．2．集計に用 い た色票、および服装色の集計方法

　得 ら れた 写 真 を も と に 、着 用 ア ノ テ ム の 色 を

JCC40 （JAFGA 　COLOR 　OODE40 ）と照合させ、近

似色 を集計した 。 この JCC40 は、 1983 年に （社）日

本流行色協会 （現 ・（財）日 本 フ ァ ッ シ ョ ン 協会 流行色

情報セ ン ター）により編纂 ・発行された色分類シ ス テ

ム であ り、服飾、家電、自動車な どの業界で多 用さ

れ て い る 基本色を ヒ ュ
ー

＆ ト
ー

ン シ ス テ ムに準 じた体

系 でまとめた もの である 。 収録色数は、最も頻用さ

れ て い る有彩色 35 色 ＋ カ ラ
ー

ドグ レイ （アイボ リ
ー

）

1色 ＋ 無彩色4 色 〔ホワ イ ト、グ レイ、ダ
ー

クグ レイ、

ブラ ッ ク）の計 40 色 とな っ ている （表2 −3）。

　比色方法は視感測色と し、北窓昼光の もと、曇天

を の ぞ く 10 時
〜 15 時の間に筆者の 勤務する大学の

研究室 にて 行 っ た。判定者は通常の色覚を有 し判定

経験 を 積 ん だ 20 代の 女性で あ り、写真の 服装 色 に最

も近い色をJCC40 の色票か ら選び集計 した。

表 2 −1　 各調査地域の対象者の特徴

表2 −2 　各調査地域の 被写体数、および

　　　 衣類の ア イ テ ム数
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　 こ の ときの集計方 法は 、被写体 が着用 して い る服

装 につ い て 、写真か ら色が判断で ぎ る すべ て の 着衣

を集計す るものと し、ジャ ケ ッ ト、イ ン ナ
ー、パ ン ツ、

コ
ー

ト、ワ ン ピ
ー

ス な ど、ア イ テ ム ご と に ］カ ウ ン ト

と し、ス ー
ツな どの上下同色の場合は、ジ ャ ケ ッ ト］、

スカ
ー

ト］と い う具合 に 2 ア イ テ ム と して 集計 した。

ただ し、バ ッ グや靴等の 小物は除外 した n

　 これ らの集 計結 果 は ］］年 間 ト
ー

タル 、な らび に

1994 年〜2004 年の各年別に合計し、考察にあた

っ ては JCC40 の色系統、　 JCC40 の ト
ー

ン 、　 JCC40

の ヒュ
ー

＆ト
ー

ン シ ス テム準拠 （以下JCC40 とい う）

に従 っ て 各色別に集計して検討 した 。

　 ここで色系統は、表 2−3にある ようにピン ク、レ ッ

ド、オ レ ン ジ、ブ ラ ウ ン 、イエ ロ ー、イ エ ロ ーグ 1」

一
ン 、グ リー

ン 、プ ル ー
グ リ

ー
ン 、プル

ー、パ
ー

プ

ル の ］0に分 類 し、 ト
ー

ン で は 、ビビ ッ ド、ラ イ ト、

グレ イ ッ シ ュ 、ダル、ダー
クの 5つ に分類した 。 さ ら

に カ ラ
ー

ドグレ イ （ア イボ 1丿
一

）は単独 で 集計 し た が 、

有彩色 と無彩色の 害1」合を検討 した際は有彩色 に 加え

て い る 。 無彩色 （ホワイ ト、グレイ、ブラ ッ ク）のグレ

イに つ い ては、表 2 −3よ リグレイとダー
クグレイを合

計 しグ レイ として集計を行 っ た。

　写真の 色 の 再現性に 関 して 、被写 体の 実物の 服 の

色 と写真に写 っ た服の色の差 を調 べ るため 、次 の検

討 を行 っ た。筆者 らが調査地域で 着用した実物標本

を、被写 体撮影時と 同条件に て 撮影 ・
現像 した写真

とで視感比色を行 ⊃ た 。 そ の結果、現 像 したプ リン ト

写真 の 色票の 色 と実物標本 とで は 、目視で 色差は 多

少生 じる も の の 、比色の 際に判別を誤らな い程度の

差 である ことを確認 した。

3 ，結果

3，1．ll年間の経年変化における服装色の全体傾向

1）無彩色と有彩色 の 比率

　表 3 −］よ り3地域 ト
ー

タルの服装色の経年変化にお

ける無彩色 と有彩色の比率をみると、1］年間の平均

値で は 、有彩色 （52 ．9 ％ ）、無彩色 （47 ．1t／o ）で有彩

色がやや優位な がら、ともに半数程度 の出現 頻度で

あ っ た が、経 年推移 で はゆ るや か に増減 して い る 。

無彩色 の 害1」合は、］995 年 （53 ．6％ ）に ピークとな D 、

］996 年以 降減 少がみ られ、最 も低 か っ た 2000 年

（36 ．3％ ）を底に して 、再び上昇 して い る 。特に ブ ラ

ッ ク は ］996 年 （31 ．09／J ）に 上昇 し、 1999 年

（］9 ．5％）に減少 し、2004 年 （30 、6％）に上昇 して

お り、約 4 〜5 年で 循環 し て い る 。ま た ホ ワ イ トは、

ほ ぼ 10 〜］5 ％ の 範囲で なだ らかな増 減 を繰 返 し、

グ レイ は 1998 年 に 12996 で 突出 し、2000 年

〔50 ％ ）に 減少 した も の の 、ほ か は 8 ％ 前後 で
一

定 に

推移 している。こ の こ とか ら、ブラ ッ クを基調に魚彩

色の 害1」合が 50 ％ を超えて出現 して い る とき と、有彩

色が 500／o 以上、な い しは 5096近 く出現 して い ると

きが交互 に約5年邑 とに繰 D 返す傾向が伺える 。

2）色系統別害1」合の経年推移

　表 3−1および図3−］によ D、有彩色の推移をみ る と 、

どの色系統も出現頻度が一定なものはな く、増減を繰

り返 しな が ら推移 して いる。出現率の 高い ブル
ー

は

15％程度 を維持 して い るが、1994 年 （9 ．70／o ）は低

く、2000 年 （17 ．5 ％ ）は高 く、200 〔∋年 （138 ％ ）

は低下 し、ほば4 年〜6年こ と に増減を繰返 して い る 。

次い で平均出現率が 11 ％ 再1〕後の ブラウン で は 1997 年

（146 ％）と2002 年 （13．0％）との 2つ の ピ
ー

クを有

し、ほ ぼ 5年 で 増 減 が
一

巡 して い る 。レ ッ ドは 、平均

5 ％ 程度の 出現率であるが、他の有彩色と比 較して乱

哥下が激 しく、 1994 年〜2001 年にかけて約2年お

きに高 い 水準で 増減を繰返 して い る が、2002 年以降

は急速に減少して い る 。 その代わ りにピンクが急上昇

してお り、レ ッ ドとピ ン クは互いに補 うよ うな関係で

増 減 が変化 して い る 。また パ
ー

プル は 、 1996 年

〔］．2％ ）に対し、2000 年 （5．9％ ）の上昇、2004 年

〔2996 ）に冉び上昇傾向にあり、周期性 は把握で きな

いが、高低差の激 しい傾向を示した。

3 ）トーン別割合の経年推移

　表 3 −］、図 3 −2 によ リト
ー

ン の 経年 変化 をみ ると、

出現 頻度の 平均値が ］2．3％ と高い 割合の ダークが、

1994 年
〜］999 年の 5年間、］997 年 （17 ．996）を

ピ
ー

クにゆるやか に上 昇
・
下降 して い る。また ビビ

ッ ドと ライトは、］994 年と2000 年前後にピークが

あ り、比較的乱高下を示 して い る が 、ほぼ5年
〜6 年

で、 ヒ昇 と下降を繰返 している。グレイッ シ ュ とダル

は、増減の 偏が少な くゆるやかに推移 して い る 。

4 ）JCC40 における割合の経年推移

　 JCC40 にお け る各色 の推移 を表 3 −5 に示 す。各

JCC の 色の 出現率の ］1年間の 平均値に対 して、割合

が上まわ っ て い るとき と、下 回 っ て い るときが、何年

くらいの期間 で 転換 して い る かに着圉 した。 11年間

の 範囲 に お い て約 5年を周期とした循環傾向がみ られ

る色には、ブラ ッ ク （26 ．9 ％ ）、ホ ワ イ ト（11 ．9％）、

ダ
ー

ク ブル
ー

（63 ％ ）、ダ ル イ エ ロ
ー

グ リ
ー

ン

一 ．一 ］ 16 − ＿ 一＿．＿ ＿ ＿＿ ＿＿ ＿＿ ＿＿ 一＿二二 ］
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（12 ％ ）、ラ イ トブ ル
ー

（0 ．79／o ）、ダル グ リ
ー

ン

（0、4％ ）、ビビ ッ ドグ リーン （0．3％ ）があ っ た。（括

弧内は ］］年間の平均出現率）

3．2．原宿の服装色の経年変化における傾向

1）無彩色と有彩色の経年推移

　表3−2 よ り、有彩色と無彩色の害1」合は 、約5年おき

に両 者が交替 して い る。 11 年間の 平均 値は有 彩色

（554 ％）、無彩色 （44 ．6％）で やや有彩色が優位で

あり、経年変化をみ ると、］999 年に有彩色の 割合

は66 ．4％ま で 上昇 して い る。2002 年以降は再び無

彩色が増加 して お り、有彩色と無彩色が交互 に変動し

て い る 。特 に 出 現 率 の 高 い 原 宿 の ブ ラ ッ ク は 、

1995 年 （33 ．2％ ）を ピーク と して 1999 年 （］55 ％ ）

に約 18 ポイ ン ト減少 し、再 び2004 年 （29 ．2 ％ ）に

上昇して お り、約5年で 割合が変化する傾向がある 。

2）色系統別害1」合 の 経年推移

　表 3−2、図 3−］よ D原宿 が 3地域 中で、ほぼ高い 出

現を示す色にプルー、レッド、イエ ローグリ
ー

ン、グリ

ー
ン の 4 色があ る。特 にブル

ー
は ］999 年 以 降 、

20％前後の出現率で あり、原宿の 定番色にな っ て い る。

］997 年 （］8．20／o）、2000 年 （2 ］．69／o ）をピ
ー

クに上

下して い るが、2004 年には 19．1°／・にな り、さらに上

昇して おり、4年〜5年で変化するサイクルとい える。

　一方、レ ッ ドは ］998 年 （9 ．69／・）を ピーク に な だ ら

かに低減 し、2004 年 には 3 ．6％ で出現率が多少持ち

直 して い る。ただ し200 ］年以降、レ ッ ドの 代わ りに

ピン ク が上 昇 して お り、レ ッ ドと ピ ン ク を総合的 に 判

断すると、約 7〜10％程度で増減 している 。

3 ）トーン別害1」合の経年推移

　表3 −2 、図3 −2 よ り、増減の幅が大 きい ト
ー

ン とし

て、ビビッ ド、ダー
クが挙 げられ 、ライト、グ レイッ

シ ュ はな だらか、ダルは両者の ち ょ うど中問程度で あ

る。い ずれ の トーン で も H 年間の 調査年に お い て は、

推移の周期は把握できないが、ビビッ ドとダー
クとで

はち ょ うど増減が拮抗する傾向にある 、

4）JCC40 別割合の経年推移

　 表 3−6よ り、約 5年 で 循環傾向 にあ る色は、ブ ラ ッ

ク（25 ．7％ ）、ダ
ー

クブ ル
ー

（8 ．2 ％ ）、グ レ イ ッ シ ュ

イエ 〔コー（］ 5 ％ ）、ダル ブラウン （1．4 ％ ）、ビビッ ド

ブル
ー

（109 ／■ ）、ビビ ッ ドグリ
ー

ン （0．6％）、ビビ ッ

ドブル
ー

グリ
ー

ン （0．3％）な どがあ っ た。

3．3．渋谷の服装色の経年変化における傾向

D 無彩色と有彩色の経年推移

　表 3−3より、渋谷における有彩色と無彩色の 割合を

L ．一

み る と、原宿 同様、約5 年で 交 互 に推移 して い る 。

1994 年〜1996 年で は無彩色が 50 ％を越え て い る

が、］997 年 は逆 転 し、有彩色 は 2000 年に ピ
ー

ク

（70 ．49／o ）を迎え、2003 年には再び有彩色の割合が

減少 して いる、、無彩色 の なかで も、ブラ ッ クは原宿と

ほぼ同様の袵移を示 し、5年で増減が変化する 傾向に

ある。

2）色系統別割合の経年推移

　表3−3、図 3 −］よ りピンク、オ レンジ、ブル
ー、プ

ル
ー

グ リ
ー

ン、パ
ー

プルな どの 起伏が他の 2地域より

高 い 傾 向 に あ る 。 渋谷 の 特徴 で あ る ピ ン ク は 、

］995 年 （5 ．4％ ）、2000 年 （8．0％ ）、2004 年

（6 ．9 ％ ）の 3 つ を ピーク に して 4 〜5 年で小刻み に 害1」

合が変化 している 。また レ ッ ドも 1994 年 （8 ．20／o ）、

］998 年 （7 ，6 ％ ）、2001 年 （94 ％ ）に 3つ の ピ
ー

ク

をも 5 、この 2色 が前 後 して増減 を繰 D返 し、3〜4

年ことに上下 してい る。同様 にオ レ ン ジは ］998 年

ま で 2 ％ に 満たな い 出現 率 だ っ たが 、 1999 年

（2、8［
／o）から ．ヒ昇、2002 年 （2．9％）ま で高い割台が

続い て お り、こ れ ら暖色系の 割合の 高い の が渋谷の

特徴とな っ ている。また、パ
ー

プルで は、1994 年

〜］998 年ま で は 1　c／・・− 2C／o 台で あ っ た が、］999 年

（5．］％ ）、2000 年 （6．6％）と2年連続で 」：昇 し、や

が て 低下、両 び2004 年 （3 ．39／o ）に 上 昇 し、変動が

激 しい、，

3）トーン別割合の 経年推移

　表 3 −3、図 3 −2よ り、ト
ーン に お い て も 渋谷の 変動

は比較的大ぎ い 。 特 に ビビッ ドは 2000 年 〔19 ．8％）

の ピークと、］996 年 （4 ．2％）の 底とで は 15ポイン

ト以上の差がある 。 同様 に、ライ ト、ダー
クも増減の

幅が大きい。 11年 間の 調査 か らは規則的な周期は伺

えな い が、ラ イ ト、ダークともに、2〜3年間割合が

上昇 を続け、再び下 降する とい うな だらかな推移が

み られる。一
力 、グレイッ シ ュ は増減の幅が小 さい。

4）JOC40 に おけ る割合 の 経年推移

　表3 −7 よ D 、約5年で増減が変化する傾向にある色

は、ホ ワ イ ト（］2．8％）、ダ
ー

クプル
ー

（5．8c／o ）、ビ

ビ ッ ドプ ラ ウ ン （12 ％ ）、ダル パ
ー

プ ル （04 ％ ）な ど

が挙げられるが、原宿や銀座 と比較 する と、小 亥1」み

に増減が変化する色が多い こ とが特徴で ある 。

3 ，4 ，銀座の服装色の経年変化に おけ る傾向

1）無彩色と有彩色の経 年推移

　表 3−4 よ り銀座 の 無彩色 と有彩色 の 割合を みると 、

11 年間の 平均値は無彩色51 、5％ 、有彩色48 、5％ で

一 ］ 17 ［一 」
N 工工
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3 地域 中 、最 も 無 彩色 の 割合 が 高 く 、1994 年〜

］996 年を除けば、両者の 推移は他の 2地域と 較べ る

とな だ ら か で あ る 。無彩 色 の 割合 は 、 1998 年

（58 ．40／o ）、2002 年 〔578 ％ ）を ピーク に、4 年〜5

年お き に増減が変化 して い る。無彩色の中でも、ブラ

ッ ク とグ レイの出現率が他の 2地域よ りも高い こ とが

特徴である 。

2 ）色系統別割合の経年推移

　表3−4 、図3−1よリプ ラ ウ ン の 高い 害1」合が特徴であ

り、 1 ］o／o　
一一　17 ％台で比較 的安定 した 推移を示 して

お り、俗に
“
銀座 ブラ ウ ン ・べ 一

ジゴ と 言 わ れ る 定

番色の存 在を裏付 けている 。 そ の反 面、ブル
ー

の出

現率は原宿、渋谷に比 べ 、6〜8ポイ ン ト程度、低く

推移 して い る。また、カ ラ ードグレイ（ア イボリ
ー）の

割合も 3地域で 最も高 く、2％ 〜 13 ％ 台まで比較的

増減 に 幅 の あ る 出現を して い る 。

3）ト
ー

ン別割合の経年推移

　表3 −4 、図3 −2 よ り3地域中銀 座で最 も割合の高い

の がグ レイ ッ シ ュ で あ り、約 12L／o 程度の 割合を保ち

安定的に推移 して い る 。 同様に、次 に割合の高い ダ

ー
クは 11％程度で推移 し、渋谷 におけるダ

ー
クのよ

うな急変動はみ られな い 。また ビビ ッ ドとダ ル は 、原

宿、渋谷に比べ 、銀座は恒常的に出現 頻度が低い。

4）JCC40 にお ける割合の 経年推移

　表3 −8 よ り、約 5年 で 増減 が 変換する傾 向のある色

には、ダ
ー

クグ レイ （6．7c／o ）、グ レイッ シ ュ イ エ ロ
ー

（］．9％ ）、 ダルイ エ ロ ーグリ
ーン （1．oc／o ）、ビビ ッ ド

ピン ク （0 ．6％ ）などがあ っ た。

表 3 −1　 3地域 ト
ー

タルにおける服装色出現頻度の経年変化 （％）
有 轟 色

色 系 院 トーン
ビンク レツド オ ドン ジ ブラ ウンイエローイτ口

71 　　γゲ リーンブ ル
　 　 　 ブルー　 パーブル．一 ビビンド フイトダ レイ．ノ

ダル ヴ 　ワ
カ フード
ク，イ

1冊 峰 156614 ピ41051 ’ 1巳 08 　 　　 9 ’　　 　 191171197 ヒ 55 目41u8
田 Ob可 404 ア 051D830131 巳 08 　 　　 122 　　 　 1555 旧 910D ’ 厂 1｛〕161円臼5汗 ご 13 ア Dn1 ，85u23z ヒ 1と　　　にド　　　1247G 日 臼嘖 55 馴34 う4
1弱 河 U、965D 伍 145522B1r08 　 　　 132 　　 　 Z6 了D4 ヨ 12巳 671 ’950
19 日牌 ビ 170D 鴉 59453z1 ♂ 03 　　　 14b 　　　 24c53593841 ’o ヨ6
199 自年 5 撃 5319965744ZD14 　　　 1庄 5　　　 419 ．自 露B11 〜 1191 弓u5 口
20 年 つ5 三91710732414zZ じ　　　 1’巳1　　　 う9 障 a ε911B10715D26
70m 年 3173o 露 12146433413 　 　　 1じ ヨ　　 　 1巳 136451301P7 ，151b
200 饑 352 、躍 ビ01ao29PR2813 　 　　聖54 　　 　 14a ．592991059 呂 28

7003 号 4 δ 3．3131152B2 ヨ 3013 　 　　 138 　　 「 σ 337 ア 11Re19 序 43
200 碑 ε 22 ．513952021301 ρ　　　1B 『　　　2 賢 809 ヨ 12．聖 臼 46 ．422
平 均 345 ．012 下τD432 β 251 ．2　　　144 　　　25 ＆ 97 、410 ．8 ＆ 912340

表3−2　原宿 における服装色出現頻度の経年変化 （％ ）

向 彩ロ
色 系 航 ト　 ン

ごンク　 　 レ7q オレンジ プラワンイエローイエロー　．一膕ヴリーンプルー’　．　一　γブ 1レー汽一7 ，ビビyドラ／1
グ レ イγ

ダル ダ
ー

ク

ノ、フード

グ レ イ

1994 年 2 ヨ　 　 　 ア211B ε 正02111 哂 1、99 厂 201291156455 呂 ヨ BO
1995年 30 　　　 5ヨ 0411 ヨ 2 ア 207007125115a52979 ．1 け P45
199日年 19　 　 　 4．a1 ． 9329292517 怕 贐 105 巳 6L 臼 q771554 厂

1997 年 13　 　 　 8ho ．510D4 ア 301905 田P33E53 臼 1D97 ．ζ 2134 ε

1柵年 3ワ　 　　 9514 引 334 う 2401158Z1 昌 日 42749 ヨ 1呂 ら 33
1999 年 4．9　 　 　 厂22Z ’ ド 噌o し．o311220351123669314 ユ 19445

2棚年 4目　　 　 59 聖ヨ 912344 目026P164 鴻 14BbJ1LO1Z ．419073
20Q1 年 26 　 　　 嚀 δ 0 蓐 日9 凋δ 5D 司略 1ゴ 2111 ア Iz ’ 391D7144151

2槻 年 3日　　 　 341q 旧．ヨ 35 ゴ5401 ア 1947 ヨ 111B4105124104
2   曙 5I　　　 Z 巳 10913 ．18 ．55518173z41D87111510 コ 171L42a472B39

2u桝年 45 　　　3 目 Ω877z4zr451419 奮 ユ5100 アδ 1420193
平 塙 34 　　　5．り 10B ．9403 ．5351 、317 、4261D36 弓 100192 ］45

表3 −3　渋谷における服装色出現頻度の経年変化 （％）
百 杉 色

色 系 硫 ト
ーン

ドンク レッド βレン ジ ブ ラ ンン イ丁囗一
’工「L’　1 プ．丿一ン　　　μ

ブ儿一
　 　 　 プルー　 バープ、　一 ビ ビ冫．壕　　　グレイ，〆f 、　　　　’一 ダ〃 ダー7

199碑 Ib 呂 2i45H65231211 　 　　 巳9　 　　 】1P5 呂卍　　 　 喋 9469 う

1995年 5446 じ47 日 25112 ヨ σa　 　　 126 　　 　 104 ア go　 　 δ と 厂9B ’】99 巳年ど1 ユP じoIo4P72P2114 　 　　 103 　　 　 1ヒ 4273 　 　　 呂o6511D
ig臼ア年 Q475 α417 ユ 54311 日 D5 　　 　 141　　 　 258132 　 　　 140 ノ4zOI

199B 年 247Bo 与 594 ら 311BD9 　　 　 194 　　 　2Z アo35 　 　　 89100191

力7一ド
グレイ
11 う

　 57

　つz
　4 口
　」δ
　54

　 1b

　D9

　 三4

　 25

　 14

　40

1999 年 445728955 ．83 ．72475 　　 　 194 　　 　51129n4 　 　　 10 呂 14じ 1り5

2DDO 年 8．o6b29119595zz934 　 　　 1q5 　　 　6619 月 1〜ド　 　 113122129
P聞 1年 43941 邑 113524 們 2ε 37　　　1呂6 　　　20 旧 75 拿　 　　 1ヨ 8132101？OD 忌年 3ε z929146z421z415 　　　171 　　07 目ヨ m9 　 　　 9319 ア 91
z卿3年 5G39101Z 厂 3916111 白　　 　 1ヨア　 　　 ゆ97 ．898 　 　　 1PO78 臼3
2鯲臣 591 ．5138 う 1β 畫7 ご弔 14　　　 旧 2　 　　 ユ3go11Z 　　　9 ヨ 9971

平均 4．Q551410641262115 　 　　】57 　　 　241D1 巳6　　　101 　　97115

表3 −4　銀座に おける服装色出現頻度の経年変化 （％ ）

有 繹角
襲 系 尻 ン

ピン ク レ ，．、 ブ ラワン　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 イエロー
才 レンン　 　　 　　 　イエ 囗一　　　　　　　　　　　．＿、ク 丿一ン

フルー
浮1一 ブ ルーパ　 フル ビ ビノド ラィ尸ヴレイノ

ダル ダーク

1脚 凋年 154 ’ 17109 「37　　　 1’ 22 α31D5 ？ 4119154 日．9 δ a71
1995 年 3ユ ヨ臼 o島 14541 　　　 0臼 o 巳 Q．5 冂 219576 ユ 12お 巳1 冂弓｝
1996 牢 2．3 ヨo11 旭．836 　 　　 1B21 ロ7110144 ．D ア．212458 〕4冠
1囎’琿 1D3 囗 0916758 　　　 2407126221436Dn95D1 ‘〕7
1的 a碑 o．533 口診 ‘4．450 　 　　 ］8D 「 D5 ノb ］ D3 コ 3n11 巳 57137

ノ丿う一ド

グレイ

旧 哩5

　 δ，
　 65

　 ’0

　 42

　B4

　 33

　ビ1

　3．9
　 03

　 Zb6

．1

1脚 9年 ヒビ 2斗 D71 聖95 ．5　　　ヨ5 と 4OJ 巳 82D 筝b511 言654110

2脚 年 3．う 4509123 ヨ1　　　4127zo9 日 ら 59575B ヨ 73114
2001 牢 z2P ’ 021 アO40 　　　292 ア 07781qgo3914 ヨ 9δ 臼／
2002 年 2B1 ．91B12 、63 ．，　　　2．9210993ro53 丁593549 目
20照 年 3 ∠ 322D12 じ Ij　　 　 け 1掴 03971 ヨ 臥26211B597P
20購 ’u261 ．91252 薄 　 　 ZQ22o ．71201749 宮 艮 1299 ．292

甲均 2．73 ．51 ．1 τ394 ．7　　 　 2．31 ．90 日 95236 ．17 ．11336 ．5 田 4
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表3 −8　銀座の JCC40 に お け る服装色出現頻度の経年変化 （％ ）
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4．服装色に お ける同調色 ・相反色の統計学的検討

4，1，服装色にお ける同調色

　ある色 が増加な い し減少する と、そ の 色に同調す

るよ う に増減す る 色と、反対に、一方が増えた とき 、

他方は減少 するよ うな相反の 関係となる色があ るか

どうか に 関 して 、統計学的な検討を行 っ た ．

　こ こ で は、11 年間の経年における、色系統、ト
ー

ン 、JCC40 各色 に対 して 、色相互 の 出現率の
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ン ク × プルーグ リーン （O ．684 ）、ピ ン ク × グ リ
ー

ン

（0．608 ）の対照色系統、レ ッ ド× イ エ 囗
一

（0．800 ）

の 中差色系統、以上 10 つ で あ る。渋谷で は、プル
ー

を中心と して、レ ッ ド、オ レンジ、イ エ ロ ー、パープ

ル などが同調 して お FD　．同調色の 数も多い。

　銀 座で はプル
ー

× ピ ン ク （0 ．717 ）の 中差 色系 統、

ブル
ー

グリ
ー

ン x パ
ー

プル （0．74D 、イエ ロ
ーグリ

ー
ン × グリ

ー
ン （O ．610 ）の類似色系統、カラ

ー
ドグ

レイ （ア イボ リ
ー）X イ エ ロ

ー（0786 ）、ホ ワ イ ト×

プルー〔0 ．825 ）、ホ ワ イト× ピ ン ク （0702 ）の 無彩

色 との組み合わぜなど、合わせ て7 つ が同調 している 。

2）トーン における同調色

　表4 −2よ D 、出現頻度が同調の関係にあるトーン の

組み合わせ で 高い正の相関があ っ たの は、渋谷 での

ビビ ッ ド× ダル （0，606 ）の みで あ D 、ト
ー

ン で の 同

調の 関係は数少な い結果であ っ た 。

3）JCC40 における同調色

　表4 −3 よ り 、3地域 トータル で の 高い 正 の 相関の あ

っ た組み合わせは、ダー
クブル

ー
× ダルレ ッ ド、ダー

表4 ・1　 各色系統の出現率の相互関係

　　　 （※ ※ 1％ 有意　 ※ 5 ％ 有意）
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クプル
ー

× グ レイッ シ．コ．イ エ ロ
ー

な どの対照色系統や

ビビッ ドブル
ー × ビビッ ドピ ン クの中差色系統 。 また

グ レイ ッ シ ュ プラウ ン × ビビ ッ ドイ ニ［ロ
ー、ライ トピ

ンク× グレイッ シ ュ ピ ン ク、グ レイッ シ ュ レ ッ ド× ビ

ビ ッ ドオ レン ジ、ビビ ッ ドピ ン ク X ライ トパープルな

どの 同
一

な い し は 類似色系統 どうしな ど、合計 63 の

組み合わせ に高い相 関がみ られた 。

4 ．2 ．服装色に おけ る相反色

1）色系続に おける 相反色

　表 3−1および図3−1よ り 1994 年
一一2003 年にお い て、

ブラ ッ クとプル
ー

は
一
方が増加す る と、他方は減少す

る関係がみ られ、両者を合計する と全体の約4 害1」とな

っ た 。 ブル
ー

とブラ ッ クの相関係数は原宿 （−0．575 ）、

渋谷 （−0523 ）、銀座 （−0 ．428 ）で あ り、統計学的に高

い相 関で はないが、相反の関係は認 められる。

　表4 −1より、高い 負の 相関があ り相反して いる色は、

3 地域 ト
ー

タルで みた場合、ブ ラ ッ ク x オ レ ン ジ （−

0 ．627 ）、ブ ラ ッ ク x パ
ー

プル （−0 ．660 ）、ブラ ッ

ク × イ エ ローグリ
ーン （−0 ．6 ］6）、グ レイx グ リ

ー
ン

〔−07 ］5）、グレイ × プル
ーグリ

ー
ン （−0812 ）、カ

ラ
ードグレイ （アイボ リ

ー）× プル
ー

（−0．833 ）、カラ

ー
ドグレイ （アイボリ

ー：1× グリ
ーン （−0．6 ］3 ）の 7つ

で あ り、すべ て 無 彩色 ある い はカラ
ー

ドグレ イ （ア イ

ボリー）との 組み合わぜ で あ っ た。

　地域別に み て み る と、原宿で はブ ラ ッ ク × オ レン ジ

（−0．690 ）、ブラ ッ ク × イ エ ロ ーグ 1」
一ン （−0 ．696 ）、

ブ ラ ッ ク × パ
ー

プル （−0．737 ）、ホ ワ イ ト× ブル
ー

（−

0 ．6 〔∋0 ）、カラ
ー

ドグレ イ （ア イボ 1丿一）× グ リ
ー

ン （−

D．608 ）、カ ラ
ー

ドグレイ （アイ ボリ
ー）× ブル

ー（−

0 ．826 ）、カ ラードグ レイ（ア イボ リ
ー

）× イエ ［コ
ー

グ

表4 −2 各 卜一ン の出現率の 相互関係

　　　 （※ ※ 1％有意　※ 5％有意）

ピビ・トライ ト 驚 yル グーク

3地点 匹Goo

原宿 1ひDO
ビビ ッ ド

渋谷 1．QQO
羅 1輿 ｝o3

地点 03 ¢ o ‡．柳
原 宿 032 日 Le ひQ

ライ ト
渋 谷 02 跚 ， 

黜 o 冊 31  

3地 点 D2Z2 ．0443loo  

原宿 0072 ．Dzo31  

グ レイ ツ シュ
渋谷 D43 了 ．D　162T  

鯉 ．0246 ．06321000
3地点 0525 ．OD 膊 05 肺 1  
原宿 04go ．03T 「03181  

ダル

演谷 0606’O．41104 ’ヰ L   oo

罐 046601S201141000

3地 点 ．D   e．o邸 6D23900391  

原宿 D、033 一〇 アi7T 口 3四 D2 厂91  

ダ
ー

ク
渋谷 rOO蹲 ．06 ア9 ．0034 こ｝GGP1  

漣 ．05 駈 ．ObO5o 弓1203521  
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リ
ー

ン （−0 ，646 ）の 7 つ が該当 して お り、ブラ ッ ク、

ホワイ トの無彩色とカ ラ
ー

ドグ レイ（ア イボ 1丿
一）との

相反色 で あ っ た。

　渋谷ではブラ ッ ク x オ レ ン ジ （−0．784 ）、ブラ ッ

ク × イエ ロ ー（−0．621 ）、ブラ ッ ク × イ エ ローグリ
ー

ン

（−0719 ）、ブラ ッ クx プル
ーグリ

ー
ン （−0．709 ）、ブ

ラ ッ ク × パ
ー

プル （−0 ．645 ）、グ レイ × ピ ン ク （−

0．648 ）、グ レ イ × オ レ ン ジ （−0693 ）、グレイ × ブ

ルーグリ
ーン （−0．777 ）、グレイ x パ

ー
プル （−0738 ）、

カラ
ー

ドグ レイ（ア イボリー）× ブル
ー（−0 ．735 ）の 10

の 組 み合わ せ が 該当 した 。 渋谷は同調色も多い が、無

彩色 との相反色も多 く、好みが明確で あ る。

　銀座では、ブラ ッ ク x ホワイ ト〔−0．747 ）、ブラ ッ

クx イ エ ロ
ー（−0．802 ）、ブラ ッ ク x カ ラ ードグ レイ

〔アイボ 1」
一

）〔−0．798 ）、グレイ × グリ
ーン （−0 ．742 ）

の4 つ であ っ た 。 銀座 はブラ ッ クとホ ワイ トが相反す

る こ と と、同調 色 に 力口え 、相反色 の 数も 少な い 点が

特徴で ある。

2）トーン に お ける相反 色

　3 地域 を合わ せ た結 果 で は 、ダ
ー

ク × ラ イ ト（−

0．666 ）があ っ た。地域別に みて い くと、原宿ではダ
ー

ク x ラ イ ト（−0717 ）、渋谷で も ダ
ー

ク × ライ ト（−

0 ．679 ）のみであ り、銀座 で はグ レイ ッ シ ュ × ラ イト

（−0 ．632 ）があげ ら れた ．

3）JCC40 に お け る相反色

　3地 域 ト
ー

タルの結果で は、ブラ ッ ク× ビビ ッ ドオ

レ ン ジ、ホワイ ト× ダー
クレ ッ ド、ホ ワイ トx ダー

ク

ブル
ー、カラ

ー
ドグレイ （ア イボ リ

ー
）x ダルグ リ

ー
ン

な どの無 彩色と有彩色の 組み合わせ が多い 。 さらに

ダルブル
ー× ライ トイエ ロ

ー、ビビ ッ ドプラウ ン x ダ

ル バ
ー

プル、ビ ビ ッ ドイエ ロ ーX ダル パープ ル な ど、

中差〜対照色系統どうしのものなど、合計34 の組み

合わせが高い相反関係にあ っ た。

5 ．服装色における周期性の検討

5 ．1 色彩の周期論に関する既存研究との照合

　 こ れま で の 結果 か ら、服装色の出現頻度 は経年に

よ っ て変 化 す る とい う事 実は確認で き た ．そ こ で 、

こ の 変化 に何らかの 規則性や周期性が存在す るかど

うか、従来の周期論 と本 調奄 で 行 っ た 11 年 間の デ
ー

タとを照ら し合わせる こ とで検討を加えたい 。

　色彩の周期律で知られるアメリカの色彩学者フ ェ イ

バー ・ビレン は、市場の実証 的な研究か ら、1956

年に室内備品市場における色彩の周期を ］0年とした。

こ こ で は 、流行 色の 主 流は GREEN ＋ BROWN 期 と

RED ＋ BLUE 期に分かれ、交互 に流行を繰 り返すと説

い て い る （図5 −1）。 （北畠耀 「流行とは何か」．「カラ

ー
コ
ーディネーシ ョ ン の 実際 1，東 京商 工 会議所 刊 、

2003 年 　原 典 は Faber　Birren「Selling　Color　to

People』．McGraw −Hill　1956 ）

　ま た （社）日本流行 色協会の調査部長 で あ っ た太作

陶夫 らは 「色彩の事典』（朝倉書店刊，19B7 年）で流

行色は交換性流行で あ る と して 、次 の よ うに 説明 して

い る （図 5−2）。

1．クー
ル カラ

ー
な か で も青を中心と し、そ れに調和

　 す る 赤 の 時期

表4 −3　JCC40 の出現率 の 3地域 ト
ー

タル 1匸おける相互関係 （※ ※ 10／o 有意　※ 5％有意）
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渡辺 ほ か　ス トリ
ー

トフ ァ ッ シ ョ ン に おける 女性服装色の 変遷 に 関す る 研究 （］〕 コ

2．ウォ
ー

ムカラ
ーな か で も茶を中心 とし、それ に調

　 和する緑の時期

3．両色群の転換期には ベ ー
ジ ュ を含めて 白、灰 、黒

　 のニ ュ
ー

トラルカラ
ーが流行する

　ただし、両 色群が流行して い る間、潜 在色 と な る

それぞ れの色群はアクセ ン トカラ
ー

としで用い られる

こ とが多い。周期に つ いては、婦人服では約7年、イ

ン テ リア で は 約 ］0 年と い われ て お り、したが っ て流

行の寿命は約 3年 とい うことになる 。

　本調査 に お い て は、い かが で あろうか。表 3−1の経

年変 化 に お ける服装色の 変化に よ れ ば 、有彩色 と無

彩色 の割合を比較す ると、5096を境として、無彩色

が500／o を超える とき と、有彩色が 50 ％を超え ると

ぎと、ほぼ5年 で変化 してお り、色み の ある色を着用

したい ときと、ブラ ッ クを中心 とした無彩色 を求める

ときとが約 5年で交互に繰り返 して い る 。

　 図5 −3は本調査 で の有彩色と無彩色の割合の変化を

図式化 したもの で あ る 。こ の ように無彩色優位 と有

彩 色優位が転換す る場合、急 激に上下 が交差す る の

で はな く、約2年間、両者の出現率 がほぼ50 ％ の等

しい割合を示 す次 期を経て 、やが て 両者が逆転する

点が特徴で あ る 。 つ ま り、1995 年〜 1996 年は無

GnEEN

  蠧／画　　　　　　　　　　　　　〉ぐ奩瀦 一ノ ／ 　　　　＼ ＿＿ ／

日LUE

図5−1　 ア メリカ の 家具市場の 色 彩周期

（出典 「カラーコーデ ィ ネ
ー

タ
ー

の実際 フ ァ ッ シ ョ ン色

彩 1級」東京商工会議所刊）
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図5 −2　流行色の 周期

（出典 「色彩の辞典」朝倉書店刊）

彩色優位で ピークは 500／o 台に上 昇、反対 に有彩色は

40c／o台に低下 し、その 後、］997 年〜 1998 年 は両

者ともほぼ 50 ％ で 推移 、やがて 1999 年〜2001 年

は有彩色優位で ピー
クは600／o 台ま で 上昇 し、無彩色

は 300／o 台ま で 低下す るというような、規貝1」的な推移

がみられる 。

　さ らに有彩色 をみ る と 、原宿 と 渋谷で は 、は じめ

に 1995 年の ブル
ー

の上昇 を契機 に、翌年以降、ブ

ラ ッ クが低下 し、ブル
ー

の 上昇に続 く形で 同調色 で

ある ピン クまたは レ ッ ド、およびグリ
ーン、ブル

ー
グ

リ
ー

ン などの 中性色 が上昇 してい る。さらに ］999

年にブラ ッ クの下限 が訪れ ると、翌年の 2000 年に

ブ ル ーが上昇 の ピークを迎 え、やがて 、ブルーの 下

降にともない、レ ッ ドやピ ン ク、グ リ
ー

ン 、ブル
ーグ

リ
ーン など、その 他多数の有 彩色 の 害1」合も 低下 し、

代わ りにブラ ッ ク が 上 昇 す る と い う推移 を示 して いる。

　銀座では図5−4 に示すように、原宿 ・渋谷の 2地域

と異な り、プル
ー

の推移はなだ らかであ る 。 またブ

ラ ッ ク とホ ワ イ トとが相反 の 関係 （表4−1よ り相関係

数は一〇．747 ）にある点 に特徴 がある 。

　 以上 の結果 か ら、太作らが指摘した青 ＋ 赤の流行

の 存在は、ブル
ーと同調する ピン ク（3地域での フ ル

ー× ビン ク の 相関係数 0、624 、以 下同様）をは じめ、

ブル
ーx イ エ ロ

ーグ L丿一ン （0．753 ）、プル
ー

× グリ

ー
ン （0．757 ）とい う形で確認で きた。ただ し、レ ッ

ド× ブ ル ーの相関係数は一〇．112 と低 いが、レ ッ ド＋

ピ ン クで 見た 場合、プ ル
ー

と の 同 調が認 め られ る 。

一
方、ブラ ウ ン とグリ

ー
ン の相関係数は 0 ．005 と極

めて小さく、本調査 か らは、茶＋ 緑 が 同 時 に推移す

る循環は確認でぎなかっ た。

　 （財）日本色 彩研 究所が ］990 年に発表した女性服

装色の約30 年の 調査結果 （1954 年〜 1985 年 まで

の 32 年間、春 ・
夏

・秋 ・冬の 年4 回、延 べ 128 回の

調査 に基づ く）によれば、周期 1生の 問題 に つ い て プル

ー、ピ ン ク、ベージ ュ などの
一

部の色の、一部の季節

に つ いて、周期が検出された にす ぎず、大部分 の色

は 周期変動つ まり規 則性の高 い循環を示 して い ない

と 結論づけ ら れ て い る。

　 ビレン らが調査を行 っ たのは 1950 年代、太作ら

が調査を行 っ たの は 1960 年〜 1980 年代 の こ と で

あ る。本調査時点と当時とは社会環境、フ ァ ッ シ ョ ン

環境が異な っ て い る 。 また 、日本色彩研究所の調査

は 30 年に も 渡る 結果で あ り、本研究 はまだ 1 ］年 間

にわた る調査であ っ て、よ り長期間にわ たる調査 を
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行い、さらにデ
ー

タを集 めて 検討する必要があ る 。
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図5 −4　銀座 に おける服装色 の 循環傾向

6 ．まとめ

　 以 下に 、本論の E 頭 で述 べ た疑 問点に即 して 、結

論をまとめる 。

1）］1年間のス トリ
ー

トフ ァ ッ シ ョ ン の服装色の推移

　 と規則性の有無

  無彩色と有彩色の変動

　表 3−1に示 したよ うに 、無彩色と有彩色 とが約 5年
で 増減が変動して い る 。 特にブラ ッ クを基調に無彩色

の割合が50 °
／oを超え て 多く出現する約3年間、両者

の割合がほぼ等 しい 2 年間、さ らにプル
ー

を中心 に有

彩色 の 割合が 60 ％ を超 して いるとぎが交互に現れ て

い る 。

  有彩 色の変動

　 出現 率の 高 い ブ ル
ー

で は 、 1994 年 は 低 く、

2000 年は高 く、2003 年は低くとい うように約 5年

程度 で 増 減を繰返 して い る 。次 い で 出現率の高い ブ

ラ ウ ン で は、 1997 年と2002 年との 2つ の ピークを

有 し、ほぼ5年で増減が一巡して い る 。 またブル
ー

が

上 昇 線上 に あ る と き 、レ ッ ドが 2年お きに高い 水準で

増減を繰返 しているが、2002 年以降は急速に減少し

て い る 。 その代わ りピン クが急上昇 してお り、レ ッ ド

とピン クを同蒋に み る と 、レ ッ ドとピ ン クは ］年 お き

に増減を繰返している傾 向がある。

　以上を総合すると、11 年習の 調査の 範囲で は、原

宿、渋谷の 2地域で は、ブラ ッ クを中心 とする無彩色

［ニ
ー

　　　　 ．　
一．

コ 24 匚
一

が 、約 3年間50 ％ を超 え、続 く 2年 間 は無 彩色 が

40 ％ 台 とな D 、その後、無彩色は 30 ％ 台に低下 し、

代わ りにブル
ー

を中心 に 、レ ッ ドまたは ピン ク、グ リ

ー
ン、プル ーグリ

ー
ンな どの有彩色 が上昇す る結果

とな っ ている。ただ銀座は無彩色と有彩色とが約 5年

で 交互 に変換す る も の の 無彩色が 40L／o を下回 る こ と

はほとんどな い 。

2 ）原 宿
・
渋谷 ・銀座の 3地域での出現色の特徴

　 原宿 ・渋谷 ・銀座の 3地域 の 服装色 の 経年変化を 比

較す ると、渋谷 は色 系統 ・トーン とも に出現率 の起

伏が最も 激 しく、銀 座 はな だ らか に推移 して い る 。

無彩色におい て 、ブ ラ ッ クの 割合は 、原宿 ・
渋谷 で

は 330／o を上 限と し、 15 ％ を下限 と して激 しく上下

に 移行 し て い る が、銀 座 は 1994 年 を の ぞ け ば、

1995 年の 24 ％を下 限に、2002 年の 36 ％ を上 限

として 緩 やかな推移で ある 。 グレイは、銀座 で の 高い

支持が特徴だ が 、1998 年の 1896 を上限に、下 限は

2000 年の 5％ で大 きな差がある。一
方、原宿 ・渋谷

のグ レイは、ほぼ 5％ 〜10 ％ で推移 している。

　有彩色 にお い て も 、渋谷 ・原宿 の ブルーは 、出現

率 ］0 ％ か ら20c／o 台で 推移して い る の に 対して、銀座

は 10 ％ 前後の なだ ら かな推移 である 。 レ ッ ドと ピン

クも同様に 原宿 ・渋谷は起伏 が激 しい の に 対 し、銀

座の レッ ドはなだ らか で ある。 ブラ ウンは、銀座での

高 い 出現率が特徴 で あ り、銀座
・
渋谷の 出現率 の 上

下が激 しい のに対して、原宿は低水準 で移行して い る 。

総 じて 、渋谷の服装色 の 変化の 激しさは特色 であ り、

銀座 は穏やかな推移を示 している、

3）ス トリートフ ァ ッ シ ョ ン の服装色 における同調色と

　 相反色の有無とその 特黴

　色系統互 の 出現率の 相関係数を求め、同調色 ・相

反色を判別 したと ころ、以下の結果 とな っ た。3 地域

ト
ー

タルの場合で は、ブルー× グリ
ー

ン、プル
ー

×

パ
ー

プル、プル
ー

グリ
ー

ン x グリ
ー

ン、カ ラ
ー

ドグ レ

イ （アイボリ
ー）x イ エ ロ

ー
の類似色系統、プルー x

ピ ン ク、ブル ー× イエ ローグ 1丿一ン 、レ ッ ド× イ エ ロ

ー、ブル ーグ リーン x パ
ー

プルの 中差色系統 、ブル

ーグリ
ー

ン X ピ ン ク、ピ ン ク × グ リーン、イ エ ローグ

リ
ー

ン x パ
ー

プ ル など の 対照色系統 が比較的高 い相

関性を示 して お り、ブル
ー

を中心 とした 11の 組み合

わ せ で あ っ た 。 こ の よ う に 同調 し て 推移 す る色 は 、

おおむね ブル
ー

を中心 に して 、ビ ン ク、レ ッ ド、イ エ

ロ
ー

など の有彩色を組み合わせるケ
ー

ス が多か っ た。

　反対 に 高 い 負の相関がある色に は、ブラ ッ ク x オ レ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「
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渡 辺 ほ か　ス トリ
ー

トフ ァ ッ シ ョ ン に おける女性服装色の 変遷 に 関す る 研究 （D ．．＿ 」

ン ジ、ブ ラ ッ ク × パ
ー

プル、ブラ ッ ク × イ エ ロ
ーグ 1丿

一
ン、グレイ × グ 1丿

一
ン、グレイ X ブルーグ 1丿

一
ン 、

カラ ードグ レイ （ア イボ リ
ー）× ブル

ー、カ ラ
ードグレ

イ （アイボ 1丿
一）× グリー

ンの 7つ であり、すべ て無彩

色あ るい はカラ
ー

ドグ レイ （アイ ボリ
ー）との組み合わ

せ で あ っ た 。

　以上の こ とは無彩色が上昇する と 、ブルー、ピ ン

クおよびレ ッ ド、グリ
ーン、プル

ー
グリ

ー
ン などの色

が減少 し、反対に無彩色が減少すれば、こ れ らの色

が上 昇する こ とを示 して いる 。

4）既 存の研究 と比較 しての 11 年間 の ス トリートフ ァ

　 ッ シ ョ ン の 服装色の推移と周期

　 フ ェ イバー ・ビ レン や太作陶夫 らの周期説によれ

は、有彩色の青 ＋ 赤期 と茶 ＋ 緑期 と が交互 に循環 し、

そ の 交差期には無彩色 が流 行する とい う説を提案 し

て い る 。 即ち、〈 青＋赤 〉 ⇒ 無彩色⇒ 〈 茶＋緑〉 と

い う具合に3年〜3年半の周期で循環 して い る と い う

の で ある。

　 しか し、本調査での 1 「年間の範囲内で は、図5 −3

に 示 し た よ う に、原 宿 ・渋谷 の 両地域 で は、ブラ ッ

クを中心とする無彩色優位の約3年間の 時期と、無彩

色 と有彩色 がほ「ま同 じ割合となる約2年間の時期を経

て 、や が て プル
ー

を 中心 として レ ッ ドまた は ピ ン ク、

グ 1丿一ン、ブルーグリーン などの色が優位にな る約 3

年 間の 時期が循環する傾向があ る 。つ ま り、＜ 無彩色

（ブラ ッ ク中心）〉 ⇒ 無彩 色と有彩色とがほぼ同害1」合

⇒ ＜有彩色 （プル
ー＋ レ ッ ド、ピ ン ク、グ リ

ー
ン 、ブ

ル
ー

グ リ
ー

ン など）〉 という具合に変化する と い う結

果とな っ た。また銀座 で は、図 5−4の通 り、常にブラ

ッ クが 優位を 占め て い る が 、ブ ラ ッ クが下降す る と

ホ ワ イ トが上昇するような推移である。

　 以上 、本論で は、ス トリ
ー

トフ ァ ッ シ ョ ン における

服装色の推移に つ い て、服装色に お ける 循環性、同調

色
・
相 反色の検 討に つ い て数量 的に分析を行な っ た。

本報は ］「年間の 調査年範囲で の傾向分析を行 っ たが、

今後も継続して調査を行い 、こ れ らの推移をさらにみ

てい くとともに、原宿
・
渋谷 ・

銀座 の地域別の差異 に

着目し、引き続き調査
・
研究を行ないたい 。
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